
ミーティング in 神戸 開 催 報 告 ① 

●オープニング・復興の現状等についての講演 
 冒頭に竹下復興大臣、井戸兵庫県知事、久元神戸市長から挨拶があり、その後、岡本復興庁事務次官より 

 復興の現状等についての講演が行われました。 

●ブース出展・リレートーク 
 下記の24団体が自団体の活動を紹介するブースの出展と、メインステージでのリレートークを行いました。 

今回のテーマ： 
 

  東日本大震災から４年 ― 復興の状況は大きく変化しています。 
 

 ① 東北の「今」を知る 
 ②「新たなつながり」をつくる 

 

  をテーマに、阪神・淡路大震災から20年を迎えた神戸での開催となりました。 

官民連携推進協議会（事務局：復興庁） 主催： 

≪ブース・リレートーク出展者≫ 

◆東日本大震災 被災地の取組 

・福島復興ソーラー・アグリ体験交流の会 
・福島県 
・福島県川内村 
・岩手県大船渡市 
・岩手県 
・宮城県涌谷町 
・宮城県亘理町 
・宮城県 
・東北大学大学院経済学研究科 地域イノベーション
研究センター 

◆団体・企業による復興支援活動 

・株式会社みずほ銀行 
・株式会社日本政策投資銀行 
・文化技術による復興推進コンソーシアム 
・株式会社ラジオ関西 
・日本百貨店協会 
・株式会社デサント 
・積水ハウス株式会社 
・サントリーホールディングス株式会社 
・東北わくわくマルシェ×甲南女子大学×大阪ガス 

◆関西の自治体・大学・高校の取組 
・立命館災害復興支援室 
・神戸学院大学 
・神戸防災技術者の会（K-TEC） 
・公益財団法人兵庫県住宅再建共済基金 
・兵庫県立大学学生災害復興支援団体 LAN（Leader‘s Active 
Network） 
・兵庫県立舞子高等学校環境防災科 

関西、東北の方を中心に全国の約100団体から約260名の皆さまにご来場いただきました。 

自治体、大学、企業、NPOの方だけでなく、学生の方や一般の個人の方にもご来場いただき、活気溢れる 

イベントとなりました。 

※今回のミーティングの様子は協議会のFacebookページでも紹介しています。

（https://www.facebook.com/newtohoku） 

他の地域、他の分野の方と 

名刺交換ができました。 

今後の連携について模索します。 

平成27年5月30日（土）13:00～18:30に 
デザイン・クリエイティブセンター神戸（KIITO）で開催しました！ 

これだけ多くの方が 

東北に関心を持ち、何かできればと 

いう思いを持たれていることが 

分かりました！ 

～出展者からの声～ 



ミーティング in 神戸 開 催 報 告 ② 

●ボランティア・ワールドカフェ ～ 東北と関西の架け橋 ～ 

 大学生向けの特別企画として、「ボランティア・ワールドカフェ～東北と 

 関西の架け橋～」を開催しました。約80名の参加者が10グループに分かれて 

 グループディスカッションを行い、ボランティアを軸として、東北と関西の 

 新たな「つながり」をつくるにはどうすればよいか、考えました。 

●「新しい東北」つながる懇親会 
 東北わくわくマルシェ×甲南女子大学×大阪ガスの皆さまからご提供いただ 

 いたカレーをいただきながら、社会人から学生まで幅広い来場者の皆さまの間で、 

 懇親を深めていただきました。 

●講演・意見交換 ～ 災害からの地域産業振興 ～ 

 阪神・淡路大震災からの復興に神戸市職員として携わった三谷 陽造氏から、 

 「災害からの地域産業振興」と題した講演をいただき、参加者と意見交換を 

 行いました。 

お問合わせ 

「新しい東北」官民連携推進協議会事務局（みずほ総合研究所） 岩城・水野 
 

  E-mail:nt-info@mizuho-ri.co.jp   TEL: 03-3591-8773 （平日9:30~17:30) 

WEBサイト: http://www.newtohoku.org/ 

新しい東北 検索 ※ 当ミーティングの開催については、復興庁からみずほ総合研究所へ委託しています。 

Facebook: https://www.facebook.com/newtohoku 

●パネルディスカッション ～ これからの復興とコミュニティの再生 ～ 

 東日本大震災の被災地、阪神・淡路大震災の被災地それぞれでコミュニティの再生に取り組んでおられる

方々をパネリストとしてお招きし、阪神・淡路大震災の被災地のノウハウをいかに東北につなげるか、ご議論

いただきました。 

ファシリテーター 

  田村 太郎 氏（復興庁 復興推進参与） 

パネリスト 

  本多 史郎 氏（公益財団法人トヨタ財団 プログラム・オフィサー） 

  佐藤 俊一 氏（特定非営利活動法人美しい街住まい倶楽部 理事長） 

  小林 郁夫 氏（特定非営利活動法人神戸まちづくり研究所 理事長） 

  倉田 明 氏 （なきさふれあいのまちづくり協議会 委員長） 

≪パネルディスカッションご登壇者≫ 

●パネル展示 
 被災地の現状や被災地で行われている「新たな挑戦」、復興支援活動に 

 ついて、会員の皆さまや復興庁事業に参画されている皆さまの取組を紹介する 

 パネルを展示しました。 

被災地の現状を知ることが

できて良かったです！ 

～参加者の声～ 

～ご協力・ご来場いただいた皆さま、ありがとうございました～ 

官民連携推進協議会（事務局：復興庁） 主催： 

マスコミ等で被災地の情報が 

取り上げられる機会が 

減っている中、被災地の現状を 

知ることができて良かったです！ 

～来場者からの声～ 

実際に東北の地を訪れて 

自分ができることを 

模索したいと思いました。 


